
 中央労働委員会及び北海道労働委員会では、集団的労使紛争、個別労働紛争に関する制度と、

これらの紛争の解決をサポートする機関である労働委員会について、労使関係者の認識を深める

ことを目的としてセミナーを開催します。 

 基調講演では、非正規労働者をめぐる最近の立法の動向と裁判例について 、専門的な視点を

交えてお話しします。続いて、公益・労働者・使用者委員の三者による道内における非正規雇用

に関する紛争解決事例の紹介を行います。 

 企業の人事労務担当者や労働組合の役職員など、多くの皆さまのご参加をお待ちしています。 

       
 平成27年10月15日（木）13:30～17:00 

◉受講定員：約500名（事前申込制･先着順） ◉受講料：無料 
    定員に達した場合は、その時点で受付を終了させていただきます。 

基調講演 

「非正規労働者をめぐる最近の立法の動向と裁判例について」 
       
講  師  

  鎌田 耕一 氏（中央労働委員会委員、東洋大学法学部教授） 

 

事例紹介 

テーマ：「道内における非正規雇用に関する労使紛争事例について」 
発表者 

 浅水  正 氏（北海道労働委員会公益委員（会長代理）、弁護士） 

 小黒 修司 氏（北海道労働委員会労働者委員、連合北海道上川地域協議会特別執行委員） 

 土屋 善嗣 氏（北海道労働委員会使用者委員、つちや人事労政事務所所長） 

 

 労働者派遣法の解説 
 山谷 秀治 氏（北海道労働局職業安定部需給調整事業課長） 

 

（主催）中央労働委員会 北海道労働委員会 

（後援）北海道労働局 

日時 

会場 

労使関係セミナーのご案内 

 詳しくは中央労働委員会のホームページのお知らせ「労使関係セミナーの御案内」をご覧ください。       

 http://www.mhlw.go.jp/churoi/    または  検 索 中労委 労使関係セミナー 

 かでる２・７   かでるホール 
 （札幌市中央区北２条西７丁目 道民活動センタービル） 

「非正規雇用に係
る」→「非正規雇用
に関する」 
「係る」は行政的な
言い回しです。チラ
シなどでは、一般的
な「関する」がいい
と思います。 

「後援」はひとつだ
けでしょうか？バラ
ンスを整えるため、
主催と同じような位
置にずらしました。 



■申込方法 
申込みはFAXのみで受け付けます。 

  
下記の「受講申込書」に必要事項を記入して、 
送信してください。  

 
■その他 
 当日は、この「受講申込書・受講票」をご持参ください。 

セミナーの受講申込み 

受 講 申 込 書 ・ 受 講 票  

 問い合わせ先 
  
 中央労働委員会事務局 調整第一課 
  
 〒105-0011 東京都港区芝公園1-5-32 

 TEL 03-5403-2124（担当：鈴木） 

◆セミナー当日は、本票により受付を行いますのでご持参ください。 
◆個人参加の方は、氏名、連絡先電話番号・ＦＡＸ番号のみで結構です。 
◆お申込みいただいた個人情報は、本セミナーに関して使用し、他の目的には一切使用しません。 

（北海道地区セミナー用） 

中央労働委員会事務局 調整第一課 セミナー担当者宛 FAX : 03-5403-2262 

企業・団体名 

連 絡 先 
 電話番号  ＦＡＸ番号 

      －    －        －    － 

受講者名 

所属・役職 氏    名 

 フリガナ 

■ JR札幌駅南口：徒歩13分 

会場までのアクセス 

：徒歩9分 
：徒歩11分 
：徒歩11分  

■ 地下鉄 
さっぽろ駅（10番出口） 
大通駅（2番出口）     
西11丁目駅（4番出口） 

地図をなるべく大き
くする、という考え
方もあるのですが、
タテヨコ比は変えな
い方がいいと思い
ます。 


